
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
受
領

答

弁

第

九

六

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
九
六
号

平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
の
報
償
費
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
の
報
償
費
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
上
納
の
慣
行
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
内
閣
官
房
内
閣
総
務
官
室
に
お
い
て
、
平
成

二
十
一
年
十
月
二
十
九
日
に
質
問
主
意
書
（
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日
質
問
第
二
八
号
）
の
提
出
を
受
け
て
か
ら
先
の

答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
三
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
の
決
定
ま
で
の
間

に
、
過
去
の
内
閣
官
房
報
償
費
に
関
す
る
文
書
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
前
回
答
弁
書
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し

た
「
か
つ
て
外
務
省
の
報
償
費
が
総
理
大
臣
官
邸
の
外
交
用
務
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
政
権
に
係
る
事
項
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
内
閣
と
し
て
こ

れ
以
上
の
調
査
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
発
言
は
、
国
民
に
対
す
る
情
報
開
示
の
重
要
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
回
答
弁
書
一
か
ら
三
ま
で
に
つ

い
て
で
お
答
え
し
た
「
か
つ
て
外
務
省
の
報
償
費
が
総
理
大
臣
官
邸
の
外
交
用
務
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
い

一



う
点
に
つ
い
て
は
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
現
内
閣
と
し
て
こ
れ
以
上
の
調
査
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
上
納
の
慣
行
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号

）
第
十
四
条
は
、
予
算
の
移
用
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
外
務
省
の
報
償
費
は
、
公
に
し
な

い
こ
と
を
前
提
と
す
る
外
交
活
動
に
お
い
て
、
情
報
収
集
及
び
諸
外
国
と
の
外
交
交
渉
な
い
し
外
交
関
係
を
有
利
に
展
開
す

る
た
め
の
活
動
に
支
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
前
回
答
弁
書
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
報
償
費
に
つ
い
て
も

、
こ
う
し
た
目
的
の
範
囲
内
で
外
務
省
に
お
い
て
支
出
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二


